
第 14期 20露4年度 実績

I 購動輿鱗概要
新規会員の増加もあり、会員の高齢化もある申、各支部においても積極的に事業計

画が行われました。

後見事業について、決定後見の新規受仙は徐々な中、任意後見新規襲約の増加の動

きが出てきました。

特筆すべきは、初めて任意後見契約者からの大聞磯贈がありましたcI先ずご遺贈い

ただいた鈴木様に大きな感謝を申しあげます。本遣贈は当会へσ)信頼が高まっている

言正11な りました。

11ヽ難支状況としては、」■記大国逮贈を除|いて、1散ば当初計画i麗
`)収

支均衡とノi貪 りまし
、7,
/、_。

■餞ポックとして、当会編警の書籍「市撰ヵlこ1■1る市民のための後見人の仕事」が出版

されましたが、その際に寄稿いただいた牧野鰯東大教授の推欝文からも、本書籍の評価

は高く、当会のプレゼンスをアップさせるこ邊|ができました。

各事業として以下事業を実施 しました。

1、 市職´

`麦

見人を養成する事業として、「市民後見人養成構座 |の第 28園を実施し、受

二1稼者 50名 、新規会晟 20名 (正 :16名 、賛鋤 :13名 )、 第 29国で受購者 28名 、新

規会員 14名 (正 :2名 、賛助 i12名 )の人会をいただきました。また 「市民後兄

人養成講座 (実務編)鶴 |1称 (レベルアップ講鷹 )」 を 4[;名
・
で開催 しました。

なお正会員の後見事務担当な向 |す 「スキルアップ研修 _|を ()|』1開催 しました。

2、  1孝後の安心講座 (終活のすすめ)」 囃'任意後見轟 "―ズの発機のため 5支部にて開

催 しました。

3、  1´講習会等」を全 6支部に
~(『

瞳時開催 しました。

4、 「相談会」を全 6支部にて随時開′1機 しました。なお昨年度まで実施 C)「 こころの電

講相談寵」 |ま、専任担当者の体詞か 1を)中止となりました。

5、 広報誌「新しいふれあい社会」を年 4圏発行 し、賛助会員の方々にも送付 して当会

活動をアピール しました。

6、 障害#、 引きこもり当事新・家族の孤立を防止するための
「アウ トリーチ (訪問相

談支援)事業」を、既存当事者′ゝの継続対応 と新規対応に買I実姉 しま l″た。さらに、

ひき二もり当事者の麟場所 として「まったリサロン 。いつぽ」を継続開設 し、また

「ひきこもり支援相談員養成構座」を継統開催 しました。

7、 後見実践活動面においては、治定後見受離活動中 22件 (新規 2件、累計受任 50

件 )、 任意後見有効契約 14件 (新規 1件、黙計契約 20件、うち累計発効 4件 "終

了 2件)に推移 しました。



Ⅸ 各事鸞に対する取組み
《議会議、委員会、主な本部活動》

年間行事予定 。実績表 (別紙)の とおりの購動となりました。

Ⅲ 部l電剛饉薫麟篠
醸監営盆圃寵〕

1、 認定 IPO法人として、第 3回 颯貫:新期間 (2023年度～2028年度の 5年欄)にあり、

常に買新藤準を意騨iした PO活動が求められています。当会:こ とつて初の大「:遺麟
(遭贈者 :統鈴木様 松F市在住)を受けること:になり、・その有効な使漱の検討を行
いました。また寄付金経理処理等の検討の申で、新た |こ 活動計算書上に l指定lE味

財産」科瀾を設定し、貸借対照表上に、そ吟見合いの
「特定資産_lを設けることとし、

明示的に資金管襲 'し 、有効活用すること||(■いたしました。考の検討過程で、認定基

準の受入寄付金総額の 70%を XP(〕 活動 |こ充当しなければならない I.と を再li在謝しま

した。今後も引き続き認定基準を意識 した簿営を心掛けます。

2、 本部活動に係わる「交通費」支給の検書寸を行いました。

3、 成年後見制度の啓発だけでなく、高齢者に:求められる知識・情報提供を行 うこと111よ

り、新し′い後兄ニー・ズ、特に任意後見二…ヽズ命発掘 。':を任、および当会活動認知から

の入会者仰増加を図る目:1りから、「摯後 (ス)安 1心静簿座」を 5支部にで開催しました1,

4、 各市の「す・j妃年後見利用促進基本計画」II:お |す る「中核機関」のメンバー|二参画できる

1蠅係構築のために、各支部を窓 lコ として:各 i有との連携強化を図りましたが、各市の
「中

核機関」設置動向は緩やかで、今後も動向を注視していきます。

購為入後見部〕

⑪ 法人後見 |こ関する専門団体として組織体制や対応力の強ftlに取り組みました。

・サポー トチームの支援人員体制を充実させ運営轟盤を強化しました。

・法人後見部各部門の運営状況と現行規程との関係を洗い出し、輸易で監つ的確

な事業活動を担保する賭規機改訂への方向性を確認しました。

② 任意後見契約事業め増加を機会に、契約者に対し継続した支援活動を取れる体制

作りに取り組みました。
。今年度のスキルアップ研修は任意後見契約に篤点を充て

｀
で実施しました。

。当会が行う儀篇i後見契約と関連する諸契約の標準書式畑 こ取り組み、各契約」者

に躙有ノJを契約条:頃の可視化並びに契約管理の効率化を図り球:したcl

CI困難事例 :こ直藤する後見事務担当者へ.の支援体制を強化しました。

・障害を抱える校後見人が直面している生きづらさへの対応が困難な後見事務担

当者をサポ……iヽチームの専門支援員が支援しました。

④ 管理塁精度の向上(安全性の重視)と効率的業務渾営に引き続き取り組みました。

C任意後見::覇連契約に基づく契約者からの議託金の人出金手続きを標準化に向け
・で改善しました。

●



《法人機見部連絡会議》

① 組織的対応をする司令塔の役割を担う定例会 (月 1回闘機)iiおいて、部内燿携

と情報の共′'師化に努めつつ、法人後見部の諸課題の改善|二取り組み
ました。

の 法人後見部各部署ll尋で整合性の取れた組織
・
:雲営に取り組むと共に、引き続き法人

後見都関連(7)現行講規程の懸慮しにIl文 り組みました。

《サポートチーム》

C)体制強化を進めるとともに,運営競:領を策定・脚知する(1と |こ よつて,後見事務

担当者支機に適切に璃

'4り

細魔lこ とができました。

② 任驚後見契約及びこ:れに驚連する講契約の標準化作業を継続実施しました(,|

《機見事務担当チーム》

C)「スキルアップ研修 悴例検討会中心)1

後見事務ま霊当登録者な対象とす
｀
るスキルアップ研修を下I餞の通り実施 しました。

,今年度は、任意後見関係を重点的に学びましたく,1舞 φスキルアップ研修
||ま、

流曲支郎が主催した当会顧問弁護士講演会とタイアップしました。

の 相談員・後見事務担当登録者は、令和7年 3月 末現在 92名 です。

《後鬼事務管理室》

C)お歳定後見、任意後見吟受任状況、家裁への定期報告状況吟搬機、銀収書
の精査管

理、終了案件の整理・保管等
―・連の流れの体系化を図りました。

〇 法定後見、任叢t後見、見守りの月次報告書に対し、収 :支及び活動記録
の内容を精

査し、後見事務担当者へ、フィーヽドパックすることによリミスのない活動と、会と

して統一化を図りました。

① 定期報告期日、事務担当者α)蠣状把握及び報酬の一元管理に努めました。

Φ 諸資料の体系的な整理 ,藁議書の〕1敵I管理に取り組みました。

o業務委員会資料の電子化|こ努めました。
((難務委員会》

(ID 当法人の方針と繰ンプライアンス|:1基づき、二つ個 の々事業の事情や課踵の分

析を充分に踏まえながら、法定後見の受任及び任意後見契約締結について審議し

ました。

⑫ 讐晨会を毎月開llilし 、後見実務・財産管理室・業務監査室の報告を受け、課糠等

０
■け

実施臼 内容 講師 参力‖者数

24.5,12 成年後鬼に騨する演習間鯛テス ト 業務委:IF査長 13

24.7.14 任意後見契約書条文を読む サポートチーム」‐1 38

小佐波幹雄

品川成年後見センタ■え_
21

24,9,'T `熟

りI センターによ

取

24,11.28
ら、 ま

11て こ と t″て い
官田圭佑 司法書士 29

25,1.25
二 :)| 100 `,

見
小峯健介 弁議士 31

26.3.20 任驚後見を担当しての課題 後比薯務1担当チーーム長 28



を抽出、協議慟検討し、関係部門連係 (サポ ―`トチーム・スキルアップ研修)に

より後見実務の向上に努めました。

《則「産管理室》

(D複数人体制で運営を行い、ひ|さ続きリスク管理の観点から轟帳等の集中管理lを進

めました。

(秒 預かり重要物の管理方法を犠備 t′ i薗工管理iこ努めました。

(D預託金の的確な管理(受入及び支払 `返還)を 'Fi=い ました。
(D課懸である預託金の適切な保管形態:こつき情報収集を行いました。

《障警者委員会》

① l:鞣害を抱える被後兄人への対応力強化のii;く り組みを行しヽました。
や知的 ,精神障害を抱える被後見人の後見活動情報交換会を12回実施しました。

(被後見人の身.L保護を中心|こ「その人らしい生き方1に:っいて、個々の身上保護

のなり方を話し合い向上に努めました)

・サポートチームと運続し、障害関連困難事例に直面する後見事務担当者を支援し

ました。2件の被後夕l′人|↓アウトリー・チを実施 延べ 21回実施,
(被後見人が抱える困難への認知療法を実施の結果、被後見人が「気づき」Fなだ

める」ようになり、生きづらさを軽減することができました)

(0地域福祉問題への取り組み
。相談会の開催    12闘実施   相識者  9名
.・ プウトリーチ実施  17名   総延べ人数 281名
③ 支援相談員の育成 ,ま憎員や能力向「Iの取り縦iみ

r第 3回 「支援相談員養成講曲 実施 16名 受講 うち支援相談員希撃 8名
・セルフケア会議実施         12回 実施 延べ参加人数   79名
・研修会              1回 実施 延べ参加人数   14名
① 層場所づくり事業
。「まったリサコン家族会」     12回 実雄 延べ参力職37家族 人数43名

延べ参加支援員   56名
。「まったリサロンいっぱ」※    10回実施 延べ参力書当事者   7`名

延べ参加支援員   26名
(※)現方式での当事者参加が減少したため、次年度は休会とし、利用者が参加

しやすい新たな居場所C)く りの検討、準備に取り組みます

⑤ 翔本郵政年賀寄付金 (期間4年の第2年度/450千円)をアウ :ヽ リーチ事業や家族

会事業に活用しました。

③ l障害者委螢会の運営規定見直しを実施しました。

、(D当事業を自律的に運用できるようにするためにはどのような施策が必要か、検討

を開始しました。

4.



〔業務監査痙〕

内部監査を下記の透iり 実施しました

1、 財農管理室饉要物等管理状況検査 2口 1実施 (3/末、9/末 )

2、 受任案件財産管理状況検査    4回 実施 (3/末、6/末、9/末、12/末 )
3、 後見事務等報告書検:建1      45件
4、 当農運営の磁IE化に関わる観点からの業務監査の在り方を検討、実施しました。

〔研修委螢会〕

1、 r市民後見人養成1簿座」第 28回 (4/28ハⅢ6/2)を定員〔10名募集111対 し、会場受薔諄者 5()

名で開難し、その結果、正会員 16名 、驚[助会員 13名 、合計 29名の方々から入会 (入

会率 58%)いたださ|ま した。また第 291輔 (2/2～ 3/16)を 定員 3()名 募集に対し、受

:溝者 28名 (内既IE会員 3名 )で開催し、その結果、まE会員 2名 、賛助会晨 11名 、合

計 13名 は 金率 52%)の方々かり入会いただ攀ました。

2、「市1:建後見人擬成講座 僕 務編)」 (10回 ■`"― ス)を (3/4～ 9/.16)11■ で 45名で開催し、

後見事務担当候補者を育成しました。

3、 法人後見綿主燿の「スキルアップ研イi多」と:凛・I魏強化し、(5/12～ 3/20)に平均 30名 に

て後見事務担当者のための教育の向上を図りました。

〔経理黎ヨ

1、 新任経難担当者 (含む、部長、次長)の体制となり、コミJな 鼻ケ
‐―ションを深め、業

務 11の疑問点、書果題の解決のため、月一度の経理部会議の開{種を実施1)併せて、経理

部内の Lineネ ットリーク等を活用し、迅凍かつ効率よく部内のコミ潔、難ケーシ樹ン

を図る仕組みを構築|し ました。

未整備な各種書式の改定、制定の実施。今後も継続的に実施していきます。

3、 遣贈の申t/出 を頂き、外部税理士の協力も頂きながら、これに関連した経理対応
の検

討を開始しました。

4、 〕面去の使用状i兄と、今後の利用可能性を検討し、銀行囲座の開設、解約等の整理を実

施しました。

〔会員部〕

l、 lII会員 150名 、捜助会員 120名 を目標に活動を実施 t〆た結果、正会員は 152名 (前年

比・ 1名 )、 贄助会員は 136名 (前年比・ 2()名 )と なりました。灘成舗:斌繊 老後の安
,|:`ヽ講

座等の参加者が多数人会者されました。

2、 蒲i入会貫 (正会員 '賛助会員)|二入会の礼状を発送しました。

3、 令和 6年中に会饗納入された賛助会員全員 |こ、税企控除証明用観収書を送りました。

4、 贅助会戯へ年 4回、広報誌 「新しいふれあい社会」を発送しました。

5、 新規亜会畿ヘサイボウズヘの招待状を送付しました。

6、 企画部、1去人後見部、研修委員会と協議のうえ、6月 3o群|、 9夕129韓 に
パレット柏

||こで新入会員懇談会を実施。18名の新規会品が参加し、意見交流しました。懇 i淡会後

|こ、昼食会を実施、恐親を深めました。

l)



〔広報菫〕

1、 広報紙 「新しいふれあい社会」を年 4回 (4月 、7月 、10月 、1月 )継織発行しまし

た。

2、 情報検索が多様化していることを麟まえ、｀
11会σ)広報方法 !■ついでも検識を始めま

した。個人情報の取り扱いや 1ヽ4ン |ンティプな内容が含まれる際の取り扱いまこ対して

の漏洩ゃ改ざんを防ぐための検討をしました。

3、 当会のホームページの利用促進に向けでの検討会 |こ参加いたしました。

こ瀬歯1務部〕

1、 第 13圏通常総会の準備と運営

昨年と違い、新型コロナウイルスの感染がほぼ収東した状態での総会が
百∫能となり、

参加に人数制離が無く多くの参加者がありました.混乱が起きないような全を期し安

全確実な総会開催のため、役員・会員の皆さまの協力のもと所製の準備をi饉めて成功

襲 |こ′冬力.る ことが
‐
でき':撫 しチ1。

2、 所轄庁への法定書類の作成機臨と:総会結′鶏の公表

総会終了後、「舛轄庁i:1対 し、認定や0法人に要求される法定書類を期|;11の 6月 末まで

II提出しました。また、総合の決議に基づき結果を役員
,会員に知らせるとともに、

当会の HP等で公表しました。

3、 理事:会の準備と運営

前年度の理事会運営や、認定更新監査′)指摘事項等をふまえ、当会の中核的機関であ

る理事会の円滑かつ効率的な準備と運営に努め、終了後はタイム lトーは議
I事録を作成

し、理事会メンバーにメ…ルで送付することができました。

4、 年 ll覇予定表の作成と周知

年間予定表を作成し役員tこ送付して支部会等での会員
への周知を図りました。

《IT維饉塞》

1、 今年度から、パソコンとインタネットを利用して、会業務を各部門と協力しての効率

化を図ろ目的で IT推逸室が発足しました。

2、 嚇務所管理室と協力し、IT機器の管理・整備を進めました,

3、 会員部と協力して、組織内のネットヮークシステム (サイボウズ)管理を進めました。

4、 広報室と協力して、ホームページ保守・管理を行いました。

5、 10年間使用したホ…ムベージをりこ■ュ‐…アルするため、経営企画室と共同で検討委

員会を立ち上|ずました。

〔事務所管理部〕

1、 1軍 機ナ感染について、1対全な終息には至らない状況のまま 1年が過ぎましたが、この

li尋感染防止を最優先課題として考え、利用者の過密状況を極力回避するなど、苺
事務所

利用者の安全を'第一義的|こ考えた運営に努めました。

2、 事務所が本部としての機能を十分発揮するよう、きめ細かな配慮を心掛け利用者の意

見を多く取り入れるように努めました。

3、 会員相互の各種の会合や打ち合わせの場として、また成年後見制度の相談業務および

6



障害者問順の活動の場として、さらに法人後見事務取扱本部の拠点とすることなど、

「事業本部事務所」としての有効的な利用が出来るよラ:こ努めました。

4、 事務所の当直体制について、理事並び|こ会員の当i虚職境 |こ十分薦二慮した体制作りを常

に心が|す、当直体制を意義のある、より充実したものliな るよう|こ運営を行いました。

5、 イナバ倉鷹の当金利用店舗開銀による利用機約 (′)解除C)申 し出を受け、急遮新たな倉

庫として、「三協プロ|ンティア」の|1義北台膚舗の利用契約を締結し引越しました。

【支部麟動】

〔我1籐争支部〕

l、  |‐者後げ:)安心鸞艇」を開催しました。

11月 2411、 12月 15日 、21饉|の 3露 間実施

2、 「市民啓発講輩」を ,4月 9難 実施しました.,

3、 障害者警員会と相談会、家族会、研修会等、障害者関連事業で`細極的に連携しました。

4、 我孫子市成年後見制度利用促進検討委員会が 8月 と 2月 に開催され、支部長が委戯

として参力1し 、積極的に意見交換に加わりました。

5、 我孫子市と、高齢者・障害者への支援並びに成年後見に関し意見交換を行いました。

6、 社会福祉協議会とも連携を継続しました。

7、 当会主催の市民後見人機成講座 (我孫子会場)|こ全面協力しました。

8、  1政部内勉強会」を (2ヶ 月に lm)開催しました。
9、 市民活動 (:市民のちからまつり」)に参加しました。
10、 成年後兄 (任意後見を含む)ゃ生きづらさを抱えている当事者やそ√)家族を対象に、

毎月†剛談会を開催しました.

ll、 新規に複数の法定後見を受任しました。

12、 支部管内の賛助会爵tのみなさまと懇談会を開催しました。

こ粕支部〕

1、
「老後の安心講座」を'10月 に開難し、受講者 8名 の参加を頂きました、,

2、 柏市民活動フェスタ 2024の開催 (5月 19;1)に参加し、当会の7計動も「各公益団体

活動ガイダンス」に掲載し街頭配布されました。併せて成年後兄制度個別相談会を

開催しました。

3、 介護予防フェスタ (11月 9鐵 、パレッ |ヽキ::)|こ参加し、当会の活動紹介及び個別相

談1会を行いました

4、 個別相鉄会は計 4園開催し、8名の参加を模きました

5、 柚支部使りを四半期単位に作成し、正会員 (支郷会に出席できない方 )、 賛助会員の

皆さんた、:諸動状況等情報の共有を図るべく、西己布しましたっ

〔鎌ケ響支爾

l、 鎌ケ谷 「後鬼相談サロン.|を毎月第 1火曜日に開催し、様談者は 3名 でした。

2、 支部会を毎月第 3土曜日に開催し、特に会農からの情報や話題を持ち上げて意見交

1′



換:しながら交流を図りました。

3、 かまがや市民活動 ,J〕女きらリフェスタ燃()251こ参加し、当会活動のパネル展ポ :二よ

る紹介やパンフレットな繭壼布しました。当1:i:'キプースヘの来訪:者 |ま 16名 でしたて

4、 2025年 1月 より、支榔1会晨向け|こ情報共有のための支部通信¢)配信を開始しました。

〔il朧曲支部〕

1、 流山市社会福祉協鵞鷺会と神談員派遣」

'1約

を結び、成年後見センター主催″)相談1会に

相談員を派購しました。 (相談会 4国 //年 量べ 21名 )
2、 老後の安心講I銀シ )|ヽ…ズ 4と しで顧間弁護士小峯鱒介氏な|1鞣師に迎え、1弁護士に

聞こう1人生 100年時代のそなえは? 成年後見 =鶯書 "細続」の講演会を開催し
ました。

3、 流山市成年後見地域連携ネットリーク会議委員として貢献しました。

4、 流山鮪 成撃後見センタ‐…からの個男|1相書炎依頼に応じました ,

5、 流山市及び成 (卜後見推進センターと、市の基本計画における「市民後見人養成講座」

について意見交換をしました。

6、 流山市成年後見推 it自計画:こついて、市の担当者からレクチャーーを受けました。

7、
′
贅助会議との懇談会を開催し意見交換をしたところ、その後の相談につながりました。

8、 異叢種間の地域連携活動として、市主催の「介護と医療をつむぐ会」に参加しました。

〔暑撃I露支部〕

1、 支部会において、「後見活動報告」:こ関する霞害し合いで意見が活発に交換されるよう

|こなり、支部会の活性化が更に進みました。千111支部か弓当支部会の見学がありました。

i支部会命中でミニ勉 J自会も4回実施し、後見制度に関する理解向 れに繋げました。

2、 市民を対数とした講習会等は4回実施しました。 (参加者 :計83名 )

(D「 しみん講座」を3凛1実施しました。

11職雛被害にあわないため社j「成年後見制度を学ぶ」 惨 加者 ;22名 )
12「 初めての介護 トーク会」 「成年後見制度動画と解説」 (参加者 i18名 )

13「遺言 。相続の話」 (参加者 :28名 )

② 「者後の費心講座」を・1・鍵施しました。 (参加者 115名 )

当講座の講計「臨 祉関凛団体所属など)と は、今後に繋がるパイプを作ることが出来

ました。

3、
「のだ市民活動 ふれあいフェスティパル」 (市民活動支援センター)に参加し、当会

の活動のPRをす
・
ることができました。 (当 会プース来卯 約130名 )

4、 野田市興麒会主催σ)「長寿大学」 |こ講師を派遣しました。 (参加者 :46名 )

5、 I会長、賛助会員を交えたランチ会を21回開イ嶽し、交流を濁ξめました。
?1月 20名 (内、贅助会員3名 )。 1月 22名 (内、賛助会餞6名 )

6、 個別相談会を3回実施し、市報による告知で当会の議懇知度を高めることができました

(4組参力lI)。 また「しみん講座」参力|1者のアンケ… 卜で相談を希望された方のフォヨー…

な管実に行いました。 (フォロー実施者 19名 )

8



郡ミ声支郡〕

個別案件への相談・対応に重点をおいで活動しました

1、 定.例相談像ま原則毎月)を開催しました。 (関機 1翻数 10回、来談者 il名 )

2、 個夕〕11相談会 :定例相談会に来られない利用嚇のために、要整に応じて別途臨時相談会

を開催しました。 (|:欄催1園数 4回、相談者 4名 )

3、 1購習会・勉強会への講師派遣を 1回行いました。 (参加者 50名 )

4、 松戸市のイベントに参加 :松戸市主催のキ}彎費生活農に参加し、当会の PR活動を行い

ました。

5、 F者後の安心講座」を開催しました。 (受講者 9名 )

※朧催後、工会員 2名入会、相議会にも2名 の申込みがありました。

以上

9



実績 計画

第 1期 第 7期 第 8期 第 9期 第 10

期

第 11

期

第 12

期

第 13

期

第 14

期

第 15

期

平成

23年度

平成

29年度

ユ成

30年責

令和

1年度

令和

2年度

令和

3年度

令和

4年度

令和

5年度

令和

6年度

令和

7年度

2011

年度

2017

年度

2018

年度

2019

年度

2020

年度

2021

年度

2022

年 度

2023

年度

2024

年度

2025

年度

会員数 (合計)

正会員

人 '法

人

84

55
一　　　一

218

132

224

137

225 248 238 281 267 288 285

155129 133 127 134 151 152

黄助会員 人・法

人

29 86 87 96 115 111 147 116 136 130

養成講座 (基礎) 回/日 1/4 3/12 3/12 1/4 2/8 2/8 1/8 2/8 2/8

養成講座 (実践) 回/日 1/5 1/5 1/5 1/5 1/5 1/6 1/5

スキルアップ研修 11 12

アウトリーチ

支援相談員養成講座
回/日 1/3 1/3 1/2 1/3

講演会 回

講習会 回 23 19 10 10 14 10

老後の安|い講座 回

相談数 件 14 33 27 41 11 23 55 53 55

法定後見受任
`累

計

4)

3 (21)

5

(28)

7

(33)

5

(41)

8

(45)

4

(45)

0

(48)

3

(50)

2

(55)

5

任意後見契約 ●■
→
■颯●

0 (5)

2

(5)

0

(9)

4

(10)

1

(11)

1

(14)

3

(19)

6

(20)

1

(26)

6

′′ うち発効
炸〉

(1)

1

(3)

2

(4)

1

(6)

2

法人市民後見活動 2024年度実績・2025年度計画

(※ ) 会員数は会費納入者数、1いの電話相談室は 2024年度から中止

(千円)

助成金 583 3,390 1,115 249 310 1,032 989 707 813 750

一般寄付金 112 941 684 745 299 1:031 291 232 12,010 500

合計 695 4,331 1,799 994 609 2,063 1,230 989 12,823 1,250

(※)第 14期に、遺贈 1件 11,636千円受入れあり。

人

31



認定NPO法人東葛市民後見人の会   2024年 度 実績表
=市畿後見人養威講座贅務機)

緯会 '理 事 1会・ 本 ``=会議等 支 認 会 :駐 彎レ 相談宰・ |‖譲会神 講‖会・ 計演会 .講師派職等 ″藤 序・研 修

4月 余報f新しいふれあい社会脚 を発行 ■■| :投孫 :F支 出:食 4131我孫 F,無料キ1鯨 介 4`ヽ,我孫 アイ1,11(後 見酵発 i障チ1【 ! 1●1:8鶴 ,8● lf〔lirt機 11人 1養 ,,1」識庄 :C)
1/1も 障害者寮員会 な/:2野 :関支部会 4/9障害者委薇会 111綴会 (8名 )
1′ |18業 務多員会 4■ 6 1■ 女お介

`'8松
戸/相議会 (o名 )

1721理 'I会 (総余艤案′:t終 辞庁) げ6 簾山支諄会 4′ P itlll,1衛 l● 相1談 _者、|:面 幾

中
.I(句
決算難査 奎/B松戸支部会 4メ16柚/縮議会 (1名 )

1津て,鎌″谷貰鴛食
5'1 5,イ 18業務委員会 5/1'殺孫子支1場会 5'7 障害・Fttlt会 相議llt i2名 ) 5′ 14櫛 /市民活動フ凛スタ 3/11第 28口 1子市民後見た養,,1講座j③

5η l輝書囃委 ilt子 | 5/7流 撫支郷会 3/7 擁夕谷雄 λ相談サリン(1北 ) 5,/15我孫予/後見啓癸講座 5/配 rスキルアップ帯継」○
5′ 18第 13回 通常総′: 筆/7野韓支部会 5/13 1卜声/:::11に 会(1名 ) アヽ2'野 ll tみん講座」成年推 1乳を午ボ 3/19第 28回「市民接比人養成講鶴 ③
(けやきプラ'デホール)終了後理事会 レ13松声支諄農 ,/191喘フエスタ時峨 別総談会($件 )

5/18軸支郎会 5/2()流 山/相鱗会(2件 )

ふ/25鎌ケ谷文部会
|り | S/16業務姜員会 6/1 流山支部会 ●14)野 |‖ 1融 1躍鮮l議会」●■ ) 尋角 季鷺孫子支:結勉強会 t,'2‖ :騰回i,キ 民級

".ア

、i11:成群,111(111,
6/1,法人後見鰯連絡会議 3/2 歌孫子文部 ば3()我孫 :F支湖:新入会H懇 島ヽ会 3/13野世:「しみん講騒」南齢期に役立′,知織 い.1,Ⅲ lll.′ 会員懇説台

3/25障 害者番員会 3/4野闘文部会 蚊後■.人・1)後 見ャ・1働情報
:'換 去

●′
'P理

11会 6..10 松戸業部奈

`/16 
確ケ零支椰

`やOF■, 1奮 丈自1;倉

7月 会報「新しいふれあい社会181け発1-r 1'/6流 ::1:it部 :i 7■2 毅″谷′it,`1‖ 1螢サロレ(1れ
'

「 .'11流 I11・橘■,酎奮:=済 ‐会 7/,4:スキルアップ:研修」②
7′
′
`冷
 新入会員熱談会 ″6 柏支部金 7/6 障害者委螢会 相鋏会 (2名 |

=/3:卜
申害者支援 111)F準 tゞ

7● 15、■人後兄螺贈絡会議 すノ7我孫予支部 7ム I流由ノ補範会(1件 )
7/20業務議員会 7/7野キ`1文椰会
7′ ,l ,■ ■会 7/8松 F文部会
7/30粋害者委員会 7/20鐘ケ谷文縛会

8」 : 8/()0 法人徴兄都趨絡会議

8漁 7業務委員会

尋/3 拍支部会 8ハ 鎌ケ谷/後見櫓談サ菫ン(1名 ) B′写野田/フオ,一アップ研修会 (しみん議産 ) 8/4『ンベルアップ研修10
婢/4野 ::i丈部会 8/4松戸/相談会(1名 ) 8/2霰 畿孫手濯負見暮発講座 e/$ fv4rvT"rrlfiltt@

3/24理事会 げ4我懸子支部会 8′
′6 1'繊「網憲 会」 ン3: fレベルアップ豪修l③

3/27障 害者委員妻 毬/6流山支部会 8ん 雛審稽委員会 相談会 (1名 )

3/8松 戸支椰会 8/13我孫子市成年後見制蜘 腱融

3/t?鎌ケ谷支部会 綺|,■ 1・1彙

り′: 0/21業務委餃.含

'ノ

1栽孫子支都 9'i漬山「賛助会員懇議会 i ,73我孫了■部勉強会 9/7rスキルアップ研修」③

'/21理
!F会 9/1柏支部会 中止 0'8障害者(11腋 会 ll件 , ツ24我孫子/「市民のチカラ」剛催 9/8rレベルアップ研修」〇

9/24障害者姿員会 9/1野田支部会 νO松′‐/相議会(1組241) 我孫 r ili」‖域葉携 ィットゥ‐夕 委 11■ 0/16rレベルアップ研修」⑤

9/7流 山支部会 9/22障害者委員会 細談会 9/2,新入会長,`懸議会

9/9松 戸支部会

"戯

8鐘ケ谷支部会
1`"1 会憾「新しいふれあい社会』82肇発行 10″ 6流 1鱚支部会 10/1 鐘ケ谷繰 見相談サ

“
ン(1理 ) 10/ソ ・ヽ11/1,:I、アflt,情養1171カ 1 10/18 1者換め贄心麟藤」松声

10/Oγ 法人後見部連諸会議 [0お 我孫子文部 10/2稜孫子/拍縦会(1件 ) iO溝 赦轟■,市民ち砕ヽ与祭り 10/20 r者後の資心艤,奎1柏①
:0/19業務委員会 iO/6拍文部会 :0/5響 l‖ :絆談会, 10/鮨 r老後の宏心議座_1禅⑫
10/19月 :`l,会 10/S野 田文部会 10/21際 害者委員会相餞会(8北 )

10/29障害者蓄鼠晨 10/11松声支部会 10/27障 害者委員会 細経会

10'19織″谷文都士

11月 11/02常性理事会‐ it/2沈山支部会 11/わ 枚孫了ア地強会 11/2沌 11:市躍」藍‐壌櫛ヘットワー‐ク会職滲加 1ヽ /2“ r竜後の安心講座」歿様子0
t1/0′ :法 人後見部織耕金融 1ヽ/3篠銀子支椰会 11カ 嫌ケ谷雄 見相談サコン 1175我係子支描織強会 11/24'者 後の安心講座」,:1鴨①
11/26簿嘗春委員会 1:71野 簡:it部余 11ノ 13松戸/相隣会(1件 ) 11′0 納嚇 予防フエスタ) 11/12暑  'スキルアップ研修l①
]1・ :6認定■新監た 11/10松戸文部会 11/11 溌商/桂協相議会(2件 } 11/17「のだ市民活動

=総
い率 タプルず

11.'16業務委|「:介 11/16鐘ケ谷支部会 11/18簿 害者委員会 相談会(9名 ) i1/21税 孫子/シンポジウム

1:/21理 l卜会 11/23機 支都会 1:/20流it`/:11鉄 会 (2件 ) 11/22まった,サ F'ン 1研修会(114)
11/26業 部長会 1`'22戦 孫‐■市健康福祉れ

'と

の暴議会 (議師 :'1:藤 和女子大学 葉山大地准教授)

1211 12/02法人後兄椰連絡会議 12/1我孫手文 f、都会, 12′ 3 帥 鱗別 |卜,議会 ,1,4, 12/21野口|しみん講座」 12た ,老後″、安′:H書曜1野鶴②
1,〕
′0' Iイ (書 ::11'■ :2/:野 11丈部会 12/8 准孫子 (ひきこもり等 111談会  ) 12/1S I老後の安心講麗酸撼子⑫
12ノ 21業務委員会 12/8松 戸文椰会 1″/11松戸/相談会 12/21「老後の安心講座1我孫子◎
11と′′″ 理事会 12/11流 1鮨支部会 2ヽ/M我 孫子 (椰鉄会  )
12/20陣 害者委員会 12/15幡 支部会 12/17 障害者委員会 相談会 (3名 )

12/21軽ケ谷支椰舟 11/21鎌ケ谷像 見相談サロン

|夕 : 会織 :新しいふれあい社会脚 号発行 1/7 殺孫子支部会 1/お  セゝ戸/111花熊」キ 1/7我孫子爽部勉強会 1/25'スキ′レアップ研修fO
1'01,Iム 人後建部i中絡

`1議

」/1, 野田支部会 |プ ll 漬由 1社 協lt議会 1,′18野 'Itriみ ん講 1蒙」
1/i7障喜者委員費 1/12 松戸支部会 1/11 雑ケ谷離 見相談サ

'ン
1′25流山1講演会I小峯爾鋤力麟i:

1/20業務警餞会 1/13 灘由支部会 1/14 障害着委餞会 相談黎 44)

1/19理事会 1/t8 袖支部会

1/18 :繊ケ谷支鍋金

2月 2/03,■ 人後兒部il!卜格会議
'/1 
野ユ:支部会 2/1 錯ケ浴/後据,相談サロン 2″ 第29回 r市民後見人養成鱗樫↓0

2/21障、1,者委員妻 2/1 我孫子支椰会 2/11捜害者委員会 標議会(2名 ) 2/よ 0第29回「市民後見人鵜成鮮荘,②
3/23理 ::会 含/,相 支部会 2/1,松メ/相議会 (2名 )

2/1松戸文鰈 3/2(3野 1■ /相 緩余

2/16蟻ケ谷支椰会

2′
′33 流::支部会

3■ ド‐('3法
'、

後■脇導絡会議 3認 野田支部会 3/1 嫌ケ谷/後見相談サリン 3‐ :,表孫
=支
雛鶯 `甕全 3/2第 29麟稀 資後見ム養成講動 ⑬

3/21障害樹鎌 1員素 3/載 流山文椰会 3/11松声/相議会 (2組) 3/10第船liコ r市民磯見人養成講座」⑬
3/11コ l11`食 3/‖ 我株子文部会 γ解 障害者委員会 相談会(2名 ) ン20:スキルアップ研修

`③3/0松戸丈部会

3/13神文椰会

事ノ16 鎌ケ容文鄭会
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鶉鸞1鸞鰯蝙

201:も年3.馬 31翻 欄:在

朧躍N鮮》(》法人東鵜機朧機批人の会 (用 )

薫灘量の構| 懲豫職め11劉 ;

1.流動資麟 l.流難負艘

職壺緊ζ漱 未払壺 412,641

警轟鰤1撤‐ 4:`!,990,さや6 抑奪鸞 1錘 33,000

(内 黎F定爾鷹) (11浴 3転 711) 鷲爾り套 23,233,869

定難謗1機 ら,0007(]0() 米払法人職等 20,000

職金預艶を合議十 48,990,896 流驚脚僕11戦合計 ll(3,1309,610

機の流臨b爾驚 2,闘驚懇畿

未 1紋金 41〕6,460 覇定無鸞合計´ 0

銀払金 347 漁債含餅 lll・ ),8(〉9,510

1也の流鰺j溜難合計 436,807 避正味i踏議の難

灘:融鸞鷹舎請 49,427,7参〔| 五味難巌機
・
1:針幾高 14,機36,705

2,爾篤麟麗 正味財藤:量鰤I鸞減額 i167.297

書形鐵定癬驚 正味財産期末崚高 14,504,000

器具機品 80,51i)() 指定意味館鷹 11,(135,7il

孝す涌移饗露定機貯麟ギト番十 澪0,500 正味財産合計 26, 13(),713

無形爾鐵|.惣1繭

無形鶴麹l鸞麟鸞諸 0

|:史資その他の資漑

敷金 441,000

投擬その他め贄朧合計 441,000

闘定資驚脊静ヤ bl〕 1,520

麟議膏簾 4鮮 ,鸞49,鵞 23 蕪畿意鴨財麟き計 49,949,223



財務諸表の注記

1,重要な会計方針
財務賭表の作成ま象、NPO法人会計基離 (2116年 7月 20鐵 l壽17年 12月 樵爾最終改正 NPO法 人会計
基準協会):こ よってしヽます。

(1)固定資産の減髄償輝の方織
有形闘寵資産 憾 具構轟)をこついては、定率法を採用しております。

2.健途等が制約された警付等の内訳
当法人の正味財産は、26,1"″ 13 FIですが、そのうち今購0遣贈 t磁 ,635,711露 は指定正味離 として、

特定資産に識上されております。従って、使途が制約されて`いない正味財藤‡ま1義 5会4,002爾 です。

(単位 :門 )

内容 期驚残高 当難増加額 当期滅少額 麟末残高 備考

特定資産 111635,711 0 0 11,635,711
難書残高 :受入爾令毅7年2

月餞露受難

特定資産 : 令和 7年 2薦捜日に道購金 11,635,711湾を受け入れ、定款第 5条紅記載する特定非営網活動

事業に支出していくを

3.固定資産の階減内訳
(単位 :爾 )

内容 期箇餞高 当期地魏醸願 当期減少鐵 鶴蒸残高 備考

有影固定資難 129,780 0 40,260 30,5霊0
2024年 5月 31陶

パソコン購入

有形固定資蔵 (灘具備品):取得楓額が 10万剛 上 20万円未満の有鯵圏定資産については、一括償却資産

として、耐用罐 3年の均等償却を行う。


